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西宮船坂ビエンナーレ２０１４

(池田壱和)

西宮船坂ビエンナーレ２０１４
が１０月１９日にオープンして、
３週間経ちました。
第３回目となる今年は、作家公
募、イベント公募、入場料と初も
のづくしでスタートしましたが、
皆さんの努力のおかげで順調に進
んでいます。

１０月１８日(土)のオープニングセレモニー(体育

船坂を良くしたい！

とボランティアが頑張り、

船坂っていいところだな！

と来場者が感心する

作家さんたちは作品に船坂への激励の思いをこめ、来場者の皆さんは入場料を快く支払っ
て作品を鑑賞し、自然豊かで人情温かな船坂の良さを感じていただいています。
船坂地域の推進委員、管理当番、案内監視ボランティアの皆さんは、自ら積極的に船坂を
良くしたいと連日頑張っていただいています。誰に頼まれた訳ではなく、自らの気持ちで行
動されているボランティアさんの姿に感動します。これこそ、限界集落転落の危機を乗り越
える船坂活性化へのたくましいエネルギーのように思えます。うるさい、畑が荒され
る・・・などという声もありますが、何もしないで限界集落に転落するよりも、船坂をなん
とかしたいと一生懸命に活動する多くのボランティアの皆様に拍手を送りたいと思います

日本芸術文化基金１６０万円、県阪神南県民セーター５０万円、西宮市４０万円、福武財
団６２万円、アサヒビール１３万円の助成金も、船坂地域の一人一人の努力に対して助成し
ていただいています。地域内外からいただいた協賛金も５００円の入場料も船坂地域への激
励金です。ビエンナーレは、これら貴重な資金の中から広報費、作家費、ボランティア交通
費など必要最小限の費用を賄って運営しています。

約３０名の推進委員は、大好きな船坂を何とかした
いと無償ボランティアで頑張っています。このように
地域を良くしたいと願う一人一人の行動は、行政から
の支援を得るための原動力でもあります。
閉幕まであと２週間。来場者の皆様へ素晴らしい船
坂の歴史文化や船坂野菜の美味しさなどをアピールし、
同じ目的に向かって私たちがさらに絆を深めていける
ことを願っています。それらが良い方向に影響しあっ
て、限界集落への転落などを脱するエネルギーへ変化
することを祈るものです。



船坂住民数珠つなぎ

（インタビュアー：中西学）

今回は卒寿を越えられてもまだまだお元気、

１０班の亥角小志津（いすみ こしず）さんか

らお話しをお聞きしました。

―小志津さんはどちらのご出身ですか？

小）天橋立で有名な京都宮津の出身です。実

家は農家で、親は本当によく働いてました。

兄弟が５人いて、誰も畑仕事を手伝わなかっ

たのに、全員を学校まで行かせてくれたんで

す。卒業後は地元の税務署で３年間ほど働い

ていましたが、そのころ宮津に主人の姉が住

んでいて、姉のところに来ていた主人を紹介

されて結婚にいたりました。

―船坂にはいつ来られたんですか？

小）私達が結婚をしたあと、主人の仕事で宮津から広島の福山・三原と引っ越しました。子

どもも中学生になってましたが、少しでも宮津の近くに住みたかったんで、舟坂東口にもう

一人の姉が住んでたこともあって、船坂に住むことに決めて土地を買ったんです。主人は土

木業で家の建設なんてしたことなかったのに、がんばって建設工事を手伝ってましたよ(笑)。

それで昭和４１年に船坂に引っ越してきました。

―つい最近まで畑をされていたとか？

小）手伝いしてなかったのにやっぱり農家の娘ですね。畑がしたくなったんです。縁あって

住みはじめてすぐに畑をお借りすることが出来て、去年までやってましたから５０年近く続

けてたことになりますかね。自分の家で食べる分だけですけど、じゃがいもや大根などをつ

くってました。家から畑までは距離があるうえに本当に急な坂道なんですけど、そこをずっ

と一輪車押して行ってました。歳がいってからはお嫁さんが運んでくれて、本当に助かりま

した。

―ずっと畑されてたから、そこまでお元気なんでしょうか？ 普段の生活はどのように過ご

されてますか？

小）どうなんでしょう(笑)。夜１０時には寝ますが、毎日４～５時には目が覚めますから、

朝は結構早起きかもしれません。毎日の食事もいつも決まった時間にとることができてます。

テレビはお笑い番組はたまに見ますね。あと、私はこたつが苦手で、今まで家に置いたこと

がないんです。冬もストーブか電気カーペットでずっと過ごしてます。老人クラブも行ける

時は参加してますし。息子やお嫁さんが何でもしてくれるので、とてもありがたいです。

―船坂の生活で何か印象に残ってることはありますか。

小）……何もありませんねぇ(苦笑)。でも、印象のない普通の日をずっと無事に過ごしてこ

れたということが、良いことなんかもしれません。



（山 有里）

船坂 秋の２大イベント船坂ふれあいんぴっく♪ 山王神社の秋まつり♪

１０月５日、旧船坂小学校体育館にて、ふれあいんぴっくが行われました。

今年は楽しい新競技がありました！ まずは大玉運び。この大玉が本当に大きいのです！
３人１チームで手をつなぎ、大玉を運ぶのですが、身長が低い私は、視界が大玉で隠れても
はや何も見えませんでした・・しかし、全力疾走！（笑） 勝ったときには、ハイタッチを
して喜びを分かち合いました。地域の方との距離がグッと縮まる団体競技は、やっぱりいい
ですね♪

それから、女性が浮き輪を投げて、男性が頭でキャッチする競技も新登場！
最初見たときは、すごく難しそうで、無理なんじゃないか！？ と思ってしまったのです
が、そこは船坂の男性の方々の運動能力の見せ所♪ 女性の投げた浮き輪の高さに合わせて
ジャンプしたり、逆に低くかがんだりとみなさんファインプレー！私が投げた下手なコント
ロールの浮き輪も、見事一回でキャッチしていただきました♪

新競技で盛り上がりながら、毎年恒例の競技も楽しかったです！まずはおやつとり競争♪
どこにそんな力を秘めていたのかと思うほど、おやつを前にするとみんな速く、フライング
続出でした（笑）

そして、パン食い競争♪ 個人的には、この競技が一番難しいと思うのです(^_^;)。パン
が揺れるんです！必死で口を開けるんですが、なかなかパンをくわえることができない・・。
苦戦している方がたくさんいらっしゃいましたが、パンのぶら下がった紐を持っている方が
なんとか取りやすくしてあげようと、近くに動かして下さっていて、優しさを感じました♪
無事とれたアンパンは、家でおいしくいただきました。

そして、全員で踊る船坂音頭が、私はとても大好きです♪来年も楽しみにしています！

１０月２６日の日曜日。秋晴れのもと、山王神社の秋祭りがおこなわれました。

子どもも大人も楽しい一日となりました。子ども会では朝９時から公会堂でポップコーン

を３人で作りましたが、開店時間ぎりぎりまでかかってしまい焦りました(^_^;)

なぜか今年は、なかなかお客さんが神社の境内に集まらず、少し焦りをおぼえながら子ど

も達が戻ってくるのを待っていました。１３時を過ぎた頃から子どもに大人、それにビエン

ナーレを見にこられたお客さんが集まりはじめ、田舎のお祭りをあじわっておられました。

しかし、私たちのポップコーンはお昼ご飯にはなりにくいのかあまり売れませんでした。

皆さんのお腹が少しふくれ、やっと甘いものを食べる頃合いになってきたのか、少し売れだ

しましたが、結局今年は大苦戦の年になってしまいました(ﾉω･､) ｳｩ･･･。

けれど呑気な子ども会の３人組は、『来年は豚まん、あんまんのほうがええかもなぁ～』

とのほほんとお喋りしながら、お店の片付けをしてお開きとなりました。前向きなのがいち

ばんです(^_^)/ (中西民子・中西成美)



船坂コミュニティからのお知らせ

編集者の

つぶやき

朝晩ずいぶん寒くなり山々も少しずつ色づ

いて来ました。毎朝我が家のむぎ君（ワン

ちゃんです）と散歩しながら、季節移り変わ

りを感じています。

来年の４月で１０歳となるむぎと１０年近

く暑いも寒いもほとんど毎日散歩しています。

これが私の健康の元かな？と思いながら、

少々疲れていても頑張ってこれからも続けて

行こうと思っています。

（黒木富美子）

★船坂のサークル活動★

[バレーボール] 水19:30 [テニス] 水10:00 土日9:00

[野球] 月2-3 回 [ゴルフ] 年3-4 回

[ヨガ] 月10:00 火19:30 [カラオケ] 第２・４土

[陶芸] 第２・４火 [ちびっ子広場] 第３日曜

[趣味作品] 常設展 [たんぽぽ] 第４日曜

[グランドゴルフ] 水金 (7-9 月) 9:30 (その他月) 13:30

県民広場 → [加工品] [そば] [ランチ] [カフェ]

（旧船小管理運営委員会）

古典講座のご案内

今年の５月から毎月１回、開講している古典講座には、毎回１０名前後の参加者があり、西
宮市内はもちろん、宝塚、伊丹、遠くは徳島県からも参加され、熱心に受講されています。

講義の後には、船坂の喫茶店やレストランにて昼食を交えながら議論をしています。
次回は１２月１４日（日）の１０時４０分から１２時まで、船坂小学校にて開催の予定です。

（山 有里）

（八濱雅彦）

１１月 ９日（日）：船坂ふれあい広場
１１月１５日（土）：カレーランチ
１１月１６日（日）：船坂ランチ
１１月２２日（土）：カレーランチ

ビエンナーレも始まり、久しぶりにランチルームが賑わっています。新装なったランチルームでは、

広々としたテラスに沢山の野菜が並び、中では各種ランチが飛ぶように売れています。綺麗になった

WCが多くの来場者に喜ばれています。

ビエンナーレが終わるとテラス一面にタイルが貼られる予定です。１２月に工事が行われ、来年からは

綺麗なタイル張りのテラスから入っていただけるようになります。

食べ物の美味しい季節です。ランチ・カフェでは船坂でとれた季節のものを使って皆様に提供できるよ

うに頑張っていますので是日お越し下さい。

１２月からは、通常どおりのランチとなります。

１１月２３日（日）：船坂そばランチ
１１月３０日（日）；船坂歌ごえカフェ（１３時～）
１２月１３日（日）：船坂そばランチ・船坂カフェ

船坂小学校の廃校を期に始まったビエン

ナーレは、プロローグを含めると早4回目の

開催となりました。

今年は、比較的天候にも恵まれて、里山の

芸術祭に多くの方にお越しいただき、船坂の

自然と共に芸術の秋を楽しまれています。

少しづつ、都会に近い里山船坂の存在が

広まって活性化につながればと願います。


